
 

 

 

 

 

 

３学期を迎えて 

年始の心痛む出来事は、学校の防災に関する意識を再度引き締めさせら

れるものでした。子どもたちには始業式のあいさつで次のようなメッセージを

伝えました。 

 

子どもたちに身に付けさせたい力として「しっかり聴き、より

よくするために考え(正しく判断)、自分から動けるように」と日々

語ってきました。学習と同じように緊急時にも活かしてほしいと願ってい

ます。併せて、自助(まずは自分の命を自身で守る)、共助(まわりの人と

協力して助け合う)の精神もしっかり育ませたいと考えています。 

 

今回の出来事を受け、学校職員の責任についても改めて考えさせら

れました。「誰一人も取り残さず、子どもの命を守りきる判断力・

実践力」を全職員が確実に身に付けているかどうかということです。 

日本航空乗務員の皆様は 「奇跡の 18 分」

という避難の完了、人命被害「 0 人」という最

悪な状況の中での最善の結果を出しておられま

す。報道によりますとアナウンスシステムが故障し、

パイロットの指示を受けられない状況の中、乗務

員の自主的な判断による指示誘導対応であった

とのことでした。日本航空では年１回１日かけて

の実践訓練を必修として行っておられるそうです。

様々なケースが想定されており、アナウンスシ

ステムが故障した際の対応も訓練内容に入っていたとのことで

した。今回の結果は、「奇跡」ではなく、日頃の訓練の賜（たまも

の）であったともいえるのではないでしょうか。 

学校に置き換えてみますと、定期的に避難訓練等を行っています。た

だ、多様なケースを想定できているのか、管理職不在時の判断者は誰

なのかなど、まだまだ曖昧な点がたくさんあります。お子さまの大切な

命を守りきる学校体制をしっかり整えなければならないと猛省しました。

今後改善を図っていきたいと考えています。 

保護者の皆様におかれましても、避難先を含め、万一の被災による

対応について、子どもたちと話していただきますようお願いします。 

 

メジャーリーガー 大谷翔平選手からのプレゼント 

メジャーリーガーの大谷翔平
選手から教育委員会を通じグロ
ーブが届けられました。早速、大
谷選手のメッセージとグローブを
紹介する場を設けました。子ども
たちは、興味津々で箱をのぞきこ
んでいました。交代しながらキャ
ッチボールを行い、楽しい時間を
過ごすことができました。新品のグローブは、これから子どもたちの
お気に入りのアイテムになりそうです。 
大谷選手へ 「子どもたちへのすてきなプレゼント ありが

とうございました。しっかり使わせていただきます。」 
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日 曜 2月の主な行事

2 金 スキー教室

6 火 １～４年CRT　　スクールカウンセラー教育プログラム

13 火 ミニ愛護団活動

14 水 一日入学

17 土 授業公開日・年度末PTA総会

20 火 なかよし交流お別れ会

22 木 竹島の日

29 木 委員会活動(３学期最終)

 

新年あけましておめでとうございます。この冬休みゆっくり過ごすことが

できましたか。みなさんの元気な姿をみることができ、うれしく思います。 

 

皆さんもニュース等で知っていると思いますが、１月１日に能登半島

地震が発生し、震度７という恐ろしい揺れを観測した場所もありました。

大田市においても緊急津波注意報が出され驚いた人もいたことでしょ

う。現地では頑丈な建物が倒れたり、火事になったり、土砂がくずれた

りしたところがありました。多くの方々が亡くなり、今なお行方不明の方も

おられます。また、２日には救援物資を新潟に運ぶ予定であった海上

保安庁の航空機と日本航空（JAL）機との衝突事故もありました。乗

客、乗員は無事であったものの、保安庁職員の皆様の尊い命が犠牲

となりました。 

 

大切な家族とお話しできる 笑い合える お手伝いできる 

食事をいただける トイレの水が流れる 

蛇口の水が飲める お風呂につかれる 

学校に登校できる 自分の席がある 

友だちと勉強できる 遊ぶことができる 

暖かい部屋や教室で過ごせる 

全校そろって、この始業式を迎えられる 

 

日頃の何気ない当たり前のことが、 

いかに幸せなことであるのか改めてかみしめなければならないと思います。 

 

石川県をはじめ、北陸の人々は、避難所で耐えておられます。今日

始業式を開くことができない学校もたくさんあります。あなたたちと同じ年

齢の友だちが、今苦しんでいます。がんばっています。どんな状況なのか

少し想像してみましょう。 

これから、黙祷を行います。心の声を届けてあげてください。 （黙祷） 

 

 

もしも、学校や帰り道で、地震が起きたら、どんな行動をとりますか、

どこへ避難しますか 

命はやり直しがききません。ゲームのように、復活もありません。自分

の命を、１つしかない尊い命を守りましょう。そのためには、日頃から伝え

ているように、しっかり情報を聴き、正しく判断し、行動できる人になって

ください。 

 

６年生のみなさんにとっては、小学校最後の３ヶ月です。すてきな思

い出をたくさん作ってください。1から 5年生のみなさん、３ヶ月後には進

級です。次の学年への準備も進めてください。大森小全員が、しっかり

力をつけ、素晴らしい 3学期にしていきましょう。 

【書初め展示のお知らせ】 
子どもたちの書き初めを石見銀山大森郵便局内に展示させ

ていただいております。お時間がありましたら、ご覧ください。 


